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く
ん
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展

(
旧
姓
青
木
)三

+
九
回
生

泰
邦

増
田

-
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド

三
十
年
続
い
た
平
啓
℃
押
し
迫
っ
た
2
0
1
9
年
3
月
末
、

阪
急
電
鉄
千
里
山
線
の
吹
田
駅
西
口
を
出
て
す
ぐ
、
内
環
状
線

沿
い
の
吹
田
璽
文
化
会
館
メ
イ
シ
ア
タ
ー
の
一
室
が
、
ダ
リ
か

ピ
カ
ソ
の
絵
画
の
世
界
主
誌
に
し
た
様
な
、
不
可
思
議
な
空

間
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

事
杏
み
、
皿
、
花
瓶
等
の
一
般
的
な
作
品
は
、
績
麓
で
色
彩
感

が
豊
守
田
で
、
会
場
に
来
ら
れ
た
中
に
は
、
購
入
し
た
い
方
も
い

ま
し
た
が
、
市
の
施
設
で
は
金
額
提
示
、
販
売
は
出
来
な
い
と

の
旨
、
残
念
が
る
様
子
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
の
作
品
の
風
貌
は
、
抽
象
的
で
あ
り
な
が
ら
重
厚
感
が
あ

り
、
洋
室
か
洋
風
の
庭
な
ど
に
置
く
と
存
在
感
が
増
す
と
思
わ

れ
ま
す
。

特
に
大
き
な
作
品
は
力
強
く
、
佐
藤
く
ん
が
テ
ー
マ
に
さ
れ
て

い
る
と
言
っ
た
「
生
命
」
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。
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-
生
命
の
力
強
さ

作
品
の
テ
l
マ
は
「
土
と
植
物
」
な
の
で
、
作
品
の
随
所
に

地
面
や
植
物
の
芽
、
根
つ
こ
と
い
っ
た
も
の
が
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
も
そ
も
製
作
工
程
に
於
い
て
も
、
窯
用
の
薪
も
自
分

で
山
に
入
り
、
切
り
出
し
て
く
る
そ
う
で
、
本
当
に
な
か
な
か

大
変
な
労
力
を
か
け
て
作
品
作
り
さ
れ
て
い
る
の
が
伝
わ
っ
て

来
ま
す
。
作
品
を
見
ら
れ
た
他
の
方
の
感
想
で
は
、
人
柄
が
出

て
い
る
温
か
み
の
あ
る
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

-
あ
の
頃

私
は
小
さ
い
時
の
青
木
君
の
印
象
し
か
な
く
、
優
し
い
男
の
子

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
絵
画
か
ら
陶
芸
の
道
の
世
界
に

進
ん
だ
だ
け
あ
っ
て
、
立
体
的
な
フ
オ
ル
ム
の
素
晴
ら
し
さ
は

一
見
の
価
値
あ
り
。

一
中
時
代
に
サ
ッ
カ
ー
部
の
デ
イ
フ
ェ
ン
ダ
|
で
鍛
え
た
足
技

だ
け
で
な
く
、
陶
芸
の
手
技
ま
で
出
来
る
と
は
・
・
・
驚
き
!

ま
た
、
地
元
の
常
滑
焼
だ
け
で
な
く
、
信
楽
焼
、
清
水
焼
、

色
々
な
製
法
に
も
詳
し
く
、
そ
れ
こ
そ
「
X
X
焼
き
風
に
作
っ

て
!
」
と
御
願
い
す
れ
ば
、
そ
の
通
り
の
作
品
が
出
て
来
そ
う

な
コ
ワ
い
位
の
見
識
の
広
さ
、
技
術
力
は
、
底
知
れ
な
い
可
能

性
葬
態
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

五
十
年
振
り
に
再
会
し
た
幼
馴
染
は
、
今
後
の
発
展
が
楽
し
み

な
若
手
間
芸
家
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

協文
力責

増
田
泰
邦
、

長
谷
川
元
延
、
中
原
昌
代
、

岩
本
和
則

岡
本
均
、
伊
藤
徹
、
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青木融(現・佐藤)作昂展

里帰り in吹田2019--常滑

大阪府出身。吹田市立千星第二小学校、吹田市立第

中学校、千里高校卒。

多治見市陶磁椋.1.:.'，匠研究所

愛知県立芸術大学美術学部彫刻科専攻

愛知県立芸術大学卒業制作不合格作品展

(名古屋YWCA)

各地でアースワーク、インスクレーシヨンを展開

現代美術 ・岡崎 1981(岡崎市美術館)
国際反戦デー・反核集会で壁画パフォーマンス

(名古屋栄公闘)

1986- イラストレーション、陶芸教育普及活動に取り組む

2002-2010 NPO法人愛知アートコレクティプ設立に参画
(小牧アートコミュニティ 2003参加等)

2003・2005 とこなめ国際やきものホームステイ実行委員会(
IWCAT)代表委員

2008-2011 愛知芸術文化センター・ アートプラザチーフプロ

デューサ-

20161201712019 シンガポーノレで“TOKONAMECERAMIC 

ART EXTENSION"を開催する事業 (常滑市海外

戦略事業)事務局

常滑胸芸作家協会・陶芸作家

日時 :2019 年 3 月 27 日(水)10 時~20 時

28日(木)10時~179幸

29 日(金)10時~18時

Pr。白1
1955 

1975-76 
1976・82
1982・

会渇:吹田市文化会館メイシアター展示室

I主な個展 グノレープ展1
常滑屋ギャラリー(愛知常滑)倒展

1997 
ギャラリ -Cera(愛知常滑)個展

1998・2001-2002-2005-2008-2012-2019 
七茶臼E京・自由が丘)個展
2003 
うつわ歳彩いのωz京)個展
2002 

ギャラリーCEPICA(愛知・常滑)個展

2005 -2012 
GALLERY APA(名古屋)2人展
2007 佐藤融 THAVORNKO-UDOMVIT 
GALLERY象家(愛知ー長久手)個展

1999 -2001・2004
Jalan Bah世 ClayStudio Gallery(シンガポーノレ)グループ展
2017 

羽田alAr匝C四位以シンガポーノレ)グループ展

2019 

1979・83
1981 
1985・

干564べ)()41吹田市泉町2-29-1
入湯無料

I陶芸講師I
NPO法人ゆいの会(知多市)、社会福抱l法人さふらん会ヨナワ}
ノレド(名古屋)、市民大学ちた塾(知多市)、 児童発達支媛放課後支

蟹デイサービスりんりん(名古屋)、エムオーヒューマン附い~

ま血訟業公園ー丁種 平針引山(名古屋上南陵デイサービスセン

ター(常滑市)、欄の里 通所介護館(東海市)、あま市人権ふれあい

センター(あま市)、鳴子コミュニティセンター(名古屋)、ぷらな

(名古屋)、 のんびり(名古屋)、知多半島内小学校等。

幼少時から育った千里山、竹やぶに固まれた池やもろい

土肌のむきでた横穴が遊び場でした。

高校を出て絵を描くことが好きで、桃山時代の志野焼に

憧れ、美濃焼の聖地 ・岐阜県多治見市へ移り住み、大学

では彫刻を学び今は、平安時代から続く日本六古窯の一

つ常滑市で作品を作っています。

わずか3日間の展示ですが、ご都合宜しければぜひお立

寄りください。

お問い合わせ先

Address干479-0821 常滑市瀬木町 3-72 佐藤融

Tet:0569-34-9205 
携帯 090・4084-7841 Email:ypdxg400@yahoocojp 
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ま
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ι

直
盤
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く
こ
と
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